
秋田県における河川の重金属濃度について

鈴木雄二

1 はじめに

県内の河川は、雄物川水系、米代川水系及

び子吉川その他水系に大別される。雄物川水

系は県南部から中央部を流域とし、米代川水

系は県北部を流域としているが、両水系とも

その流域に休廃止鉱山が多く点在しており、

これら鉱山からの坑廃水やズリの流出等によ

る土壌汚染や河川への影響がみられ、これま

で各種の対策事業か行なわれてきた。

河川の重金屈については、公共用水域測定

計画により常時監視か行われているが、これ

まで小坂川の一部で渇水等のため、鉛やカド

ミウム等が環境基準を超えたことがあったが、

その他の河川では特に問題はない。

しかし、昭和62年 3月、県公害防止条例の

一部が改正され(ll/{HI62年 6月施行）、銅に1系

る排水基準が緩相されたことにより、工場事

業場排水による重金）属の河）IIへの影響をみる

ため、昭和62年から限内の主嬰河川において、

河川水や底質の重金属濃度について観測を続

けている。

今回は、昭和62年度及び昭和63年度に行な

った河川水の重金属濃度と条例改正前におけ

る底質の重金）J蒻悶炭の凋杏帖果について報仇

する。

2 調査方法

2. 1 河川水の調査

県内の全河川の環境基準点から調査地点を

選定し、昭和62年度は雄物川水系53地点、米

代川水系29地点及び―f占川その他水系29地点

の合計111地点につしパて、それぞれ河川の規校

や利用状況に応じて、年間 2回から12回の頻

度で、平常時における揮IJII水質の銅、鉛、カ

トミウム及ぴ亜鉛の濃度を調査し

昭和63年度には前年度の調査1こ某づき、各

河川の主要地点に限定し、雄物川水系23地点、

米代川水系16地点、子吉川その他水系13地点

の合計52地点について、年間 4回から 6回に

わたり調査を実施した。

2. 2 底質調査

昭和62年 1月、雄物川水系］（）地点、米代川

水系l3地点、子吉川その他水系 4地点におい

て、河川底質をエックマンバージ採泥器で採

取し、底質中の銅、鉛、カドミウム及び亜鉛

濃度を調杢した。

2. 3 分析方法

水質の分析については、JlS K 0102 エ
場仇水試験法、底質について（以氏附五周杢法に

より分析を行った。

3 調査結果と考察

3. 1 鉱山の分布

図ー 1に主要鉱山の分布を示す。

県内には、黒鉱を採掘対象として稼行して

いる鉱山が 5鉱山1)(n召tl163iH2J-Jl見在）あり、

こ札らは県北部の米イ＼川流域（こ点在している。

また休廃止鉱山は243鉱廿 11)か確認されてお

り、その大半は銅、鉛、亜鉛等の非鉄金属を

対象としたものである。これらを流域別にみ

ると、米代川流域が156鉱山、雄物川流域が64

鉱山、子吉川その他河川流域が23鉱山と米代

/I|流域が特に多くなって＼ヽ る。
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図ー 1 秋田県の河川と主要鉱山

3. 2 紺駒Jll水系

雄物川水系の主要地点における62年度と63

年度の平均（直による河）1|水質の銅、亜鉛汽度

分布を図ー 2に示す。

入見内川上流の月見堂橋では、水質の銅浪

度が最大値で62年度O.llmg/Q、 63年度0.16

mg/ Qと雄特川水系のなかでは最も高く、ま

た亜鉛濃度でも 62年度0_ 2lmg/_(I,、 63午度

0.12mg/ Qとなっている。しかし、入見内川下

流の切欠田橋では、銅濃度の最大値で62年度

0.015mg/ Q、 63年戻0.013mg/Q、北鉛では62

年度0.039mg/Q、 63年度0.053mg/Qと濃度

は1氏卜している。昭和54年度から61年度まで

の公共m水域測定計悶びによる）］見党橋と切

欠田橋の水質の平均値による経年変化と比較

すれば、図ー 3及び図ー 4のとおりであり、

顕著な変化はみら』しなし ‘o
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雄物川水系銅濃度 誰物］1|水系亜鈴濃度

・

9

-

● 0.010 

● 0.010~0.030mg/t未
未

L
 

1ヽJ

.̂
r̂
IL

＼

／

 

p
`
 

ヽ

＼
 

2

ャ

2

1

 

ー

い

9
J
 

満

満

満

℃̂
 

未

未

未

-

I

t

I

t

I

t

j

 

満
r
n
g
r
n
g
r
n
g

未
5
0
0
0
0
0

t
凡

.

l

|
I

t

紅

い

口

｛

1
 

r
n
g
~
~
~
 

030030050100

i
 

0

0

0

も
ー
ー
／
人

．．．． 
.1rレ

雄物川水系

測定地点 訓）1|名 地炉、 訓定地、9,'’、 iiiJ /II名 咆点

活蒔橋 雄物川中流 1 白イ／ii柄 I’-l [ I I I 24 
雄物川橋 雄物川中流 2 駄賃橋 西馬音内川 25 
大曲橋 雄物川中流 3 大）＇］ II橋

ロ上横戸手川川上流
26 

：i，見橋 雄物川中流 4 皿木怜 27 
刈和野橋 雄物川中流 5 本郷橋 横手川中流 28 
新波橋 雄物川中流 6 吉沢橋 吉沢川 29 
黒瀬橋 ！ 雄物Ill中流 7 杉沢JIl栢 杉；I ｛ J I l 30 
秋田大橋 雄物Ill中流 8 田茂本橋 丸[-川上庫 31 
成瀬川橋 成瀬川 ， 丸子橋 丸子川下流 32 
八木 皆瀬｝illヽ流 10 kt1野柄 川口川下流 33 
II'泰木上柏 横手Jllド流 11 大相[「l橋 守堤川下流 34 l 

長野大橋 玉川下流 12 福部内川橋 福晶内川下珈 35 I 
玉川橋 玉川下流 13 岩瀬橋 玉川上流 36 
祈城川柏 ， 新城！II下流 14 内川低 桧木内川

338 7 ーI1 I 
lfll影橋 草生lI'川 15 月見常橋 人見内川 I―i『:L
新旭橋 旭川上流 16 切欠田橋 入見内川下流 39 
牛島橋 太平川下流 17 瀬川橋 斎内川 40 
閲橋 猿田}II 1H 赤‘|’屈 桐1;h)川 41 ＇ 

港大橋 旧雄物川 19 暁憐 1頁川 42 
南沢 雄物川上流 20 馬場柄 淀川 43 
叩 II橋 役内］IIじ流 21 岩見大橋

岩見川上涜 ー一1l -面444 5 I ］J石橋 役内）ii卜流 22 本Ill柏 岩見川下，嵐

須川橋 尚松川 23 飛沢橋 ー内川

図 2 椎物川水系の重金属分布 (62~63年度U)平均伯）
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雄物川水系の底質の重金属濃度を表ー 1tこ

示す。

入見内川切欠田橋の底質では、銅濃度が77

mg/kg、亜鉛濃度でllOmg/kgと雄物川水系

の他の河川より銅濃度が比較的高い値である。

入見内川には工場事業場からの重金屈排水の

流入はみられないが、人見内川上流部には天

正年間に開発され、金山、銅山、鉛山として

昭和初期まで大規模な稼行歴をもち、現在は

廃止鉱山となっている R三市鉱山かある。雄

物川流域カドミウム

によれは、入見内川の河川堆梢物の重金属凰

は、 卜泣から堂前集落（月見韮橋J一＾流約 Ikm) 

付近まで、銅の合イi景か粒子のいかんにかか

わらすl,OOOmg/kgを超し、鉛や而鉛では古
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図 3 月見党低の経打変化（＿イ「平均｛直）

寺（月見堂橋上流約 2km)付近まて、それぞれ

500mg/kgを超す高い値を示すとされており、

これらの地点より ほど徐々に各粒度の堆

積物の金屈旦の値が減少していく傾向がみら

れると報告されている。同鉱山は昭和56年度

から鉱害防止事業を実施しており、河川の水

は改善されてきているか、これまで

の坑廃水の流入、ズリの流出等河川への影苦

が残っているものと考えられる。

淀川の馬場橋では、水質の銅濃度は特に間

題かないか、亜鉛濃度か最大値で62年度0.091

mg/ e、63介度0.07lmg/Qと検什｝されてお

り、底質では亜鉛濃度か豆90mg/kgと雄物川

水系では最も高い1直である。鳥場橋の底質は

このはか鉛濃度か130mg/kg、銅濃疫か980
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図ー 4 tJJ欠田柏の経隼変化（年半均h1＇1)

表 1 胤詞II I水糸底仇 単位： （111叩kg)

［ 口酒：蒔～：：橋ーロロi C`u ”‘”→ r ~ 

Pb C cl Zn 

'rI  - I l:1 (J 25 72 

成瀬橋 16 12 0.60 ]()() 

妍訪川椙 11 rI rI → 0.30 100 

大1111橋 」3 6.0 () 1 (I 3 (i 

， 切欠川柏 77 29 () 25 l l (I 
疇ー一― 嘗` m-ー・一→ー・・ー冨 一

玉川柏 12 12 （） ］召 i 73 

岳見栢 2l □6 () 95 15l) 

馬場柏 980 
， 

1 3() () 7() 590 I 
黒瀬柏 36 3 (J し／ l. 2 2」(I

- -~--·---·一→一ー
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図ー 5 港大橋の経年変化（年平均値）

mg/kgと他の河川に比較して高濃度である。

この）原因は、淀川ヒ流の荒川、宮田又沢川流域

には銅ll_l、金山として大規模な稼行屈をもつ流

川、畑、宮田又鉱山等の廃止鉱山が存在して

おり、雄物川流域カドミウム等蓄積I生汚染屎

境調査町こよれば上淀川橋（馬場橋上流約10

km)の河川堆和杓では銅420mg/kg、カドミウ

ム2.2mg/kg、 'lli鉛330mg/kgとなっており山

場橋に比較すれば含有量は低いものの、荒川

の横迅橋（馬場椙上流約15km)ては銅3,500

mg/kg、カドミウム2.5mg/kg、亜鉛1,280

mg/kgと高い仙か報告されている。このため

馬場倫の底質は卜罹流部からの流下によるもの

と考えられ、これら廃止鉱山の影響を受けて

いるものと考えられる。

須川橋では水質の亜鉛濃度が最大値で62年

度0.076mg/.e、 63年度0.063mg／しと検出さ

れている。須川協上流の高松川支1itには、近

来高松鉱山（褐鉄鉱）等の休廃止鉱山やpHが

1.5程度の酸t生湧水があリ、，t](田県小安泥湯i也

域地熱発電所環境影響調査報告書叫こよれば、

亜鉛累度が川1瓜じ絋山伯ドで1.29mg/Q、窃

松川ワサビ沢台流点下油でば0.30mg;'しと恨

告されており、これが下流に影響を与えてい

るものと考えられる。しかし、これらの各文

流河川は雄物川と合流し濃度は低下している。

旧雄籾川港大柄や草生沖）ii面影栢の水質で

54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 

年度

□Cu X Zn 

図ー 6 面影橋の経年変化（年平均値）

は、銅濃度の最大値が62年度0.005mg/Q、

0.019mg/ Q、 63年度0.004mg/JJ、、 0.005rng/

Qと特に問題はみらねないが、 llli鉛濃度の最

大値で62年度0.26mg/Q、 0.085mg/Q、 63年

度0.18mg/-~、 0.023rng/ Qとなっている。こ

れらの河川は都市部の工業地帯を流下し、エ

鵡判•水や生活枡水が浣入しておリ、この影賛

によるものとりえられる。港大僑と面影橋の

銅と亜鉛濃度の経年変化1)を図ー 5及び図一

6に小すが、顕著な変化｛まみられない。

雄物川水系の水質の鉛濃度は、各調査地点

て最大値が0.05mg/Q只下、カドミウムi農度

についても各調査地点て最大1直か0.003rng/

Q以下で問題になる河川はみられない。

雄杓川本；『位の底質は雄物川柏て銅14mg/

kg、亜鉛100mg/kg、カドミウム0.30mg/kg、

鉛言mg/kg、 li，見橋て捐21mg/kg、亜鉛150

mg/kg、カトミウム0.9:'img/kg、鉛26mg/kg

となっており、雄物川流域カドミウム等蓄積

性占染環境；；［げ口における雄物川橋や岳見橋

の銅5.2~lOmg/kg、亜鉛56mg/kg、カドミウ

ム0.70~0.20mg/kgと比咬すれば、各董令屈

は杓干増加して＼ヽる。

3. 2 米代川水系

米（＼川水系び）主要地点1こおける62年度と 63

年度の平均値による水質の銅、亜鉛の濃度分

布を図ー 7：口示す。

-147-



米代川水系銅濃度

暴

一

●。 .OIOmg/£未蒻

•。.DID~D.03Dmg/e,未満

● D.D3D~D.05Dmg/.e,未満

● 0. 050mg／じ以上

米代川水系亜鉛濃度

▲

一

病

満

洞

未

未

未

£
し
I
t

紅
”
m
g
l
O
m
g
上

血

10020

以

l

o

“

 

/

0

0

0

/

 

m
g
~
~
~
m
g
 

0

0

0

0

0

 

3

3

5

0

0

 

0

0

0

ー

2

0

0

0

0

0

 ．．．．． 

米代川水系

測定地点 河川名 地点
-I二所橋 米代川卜流 L 
真中橋 米代川下流 2 
限ノ巣橋 米代川下流 3 
鋲杏橋 米代川ド流 4 
能代橋 米代川下流 5 
餅田橋 長木川下流 6 
八幅平橋 米代］11卜流 7 
神田橋 米代川中流 8 
長崎橋 熊沢川 ， 
古川橋 大湯川下流 10 
人地橋 1小坂／11中流

| 11 12 ーの渡橋 1小坂川中流 ・

御山橋 小坂川下流 13 
I，！汀1|橋 犀JII 14 
．・つ屋橋 長木/III流 15 
松木橋 下内川下流 16 
引欠川末端 引欠川下流 17 
岩，傾橋 岩浪l]/11 18 
早11橋 早口！1|下流 19 
柏内橋 阿仁川上流 20 
高長橋 阿仁川下流 21 
平里橋 小又Iii 22 
溶合橋 小阿L川下流 23 
琴音橋 藤琴川下流 24 
大川ロ一男 種梅Iiiド流 25 
刈杭 i常磐！1［下流 26 
桧山川橋 桧山川 27 
川口橋 小猿部川 28 

図ー 7 米代］1|水系0)重叫詞分布 (62~63年度(jj平均｛直）
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小坂川中流の大地橋では、水質の銅濃度か

最大値で62年度0.10mg／じ、 63年度0.044mg/

Q、亜鉛では62年度0.37mg/Q、63年度0.3lmg/

Qと米代川水糸のなかでは裔く、下泊の御山

橋でも銅で62年度0.099mg/ Q、 63年度0.060

mg/ Q、亜鉛で62年度0.52mg/Q、 63年度0・26

mg/ Qと品い値のまま米代川へ流入している。

小坂川上流のーノ渡橋では、亜鉛濃度が62年

度0.12mg/Q、 63ザ度0.05mg/Q、銅か62年疫

0. 027mg/ Q、 63年度0.006mg/Qで、各重金属

濃度は L流部よりも中、 ド流部の方が高くな

っている。大地橋の上油には小坂鉱山の排水

（鉱山保安法の排水基準以下である）が流入し

ていることから、小坂川中、下流部では、この

排水の影響を大きく受けているものと考えら

れる。また佐竹ら5）（こよれば、相内）1|」流部で

亜鉛i農度が0.071mg/ Qと比校的高いか、相内

鉱山（廃止鉱山）の排水が合流した後では亜鉛

濃度が0.394mg/Qと更に高くなった後、下油

に行くに従い低濃度になっていると報告して

このことから、一ノ汎橋でも、亜鉛院

度にみられように上流域にある相内、南古辿

部（休止鉱山）等の鉱山による影響を受けて

いるものと考えられる。

公共用水域測定結果刈こよれば、御山橋で

は59介度、 60年度にカドミウム濃度が渇水期

いる。

に鉱山訓水の影評で環境桔卓値をこえている。

また本調査でも鉛濃度が62年度に一度、河床

部にlf柏したズリ，，合が河川改修工出により一

時的にまきあげられ環境基準を超えている。

御山橋の昭和54介度から II召相63年度までの経

年変化と比較すれば1)図ー 8のとおりであり、

各重金属濃度は横ばいの傾向にある。

昭和4()印代の水質に比較すれば4)人111副こ改善

しかし

されている。

米代）1|水系の底行の重念屈濃度を表ー 2に
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示す。

御山橋の銅濃度は280rng/kg、 l柘鉛濃度は

830rng/kgと1也の河川に比較して点い｛直となっ

ている。米代川流域のカドミウム等蓄積性汚

染環壕調査4)によれは、仰山橋の河川堆柏

物の重金属含有量は銅260rng/kg、亜鉛1,600

mg/kg、カドミウム5.9rng/kgと報告されておリ

本謁在と大きな差はないっ また小」以IIIの稚Il成

橋（御山橋上流約 7km)では銅289mg/kg、亜鉛

1,020mg/kg、カドミウムcJ.3mg/kg、 の渡柏

では銅70.Smg/kg、亜鉛267mg/kg、カドミウム

1.87mg/kgと報告されておリ、水行と同様に中

流郎て含有号か打1}加しているが、これは鉱llI

活動の影響によるものと考えられる。

うに、小坂）11は黒鉱鉱1木て知られる砿山地盟

を流下するため、水質や底質では鉱山活動や

鉱山地喘の土壌｛：：よる影門を大きく受けてい

このよ

るものと考えられ、条例改正による水質の変

化は知ることができない。

下1人」／1|は下泣ジ）松木怜て亜鉛氾度の最大伯

で62年度O.l7mg/Q、 63年度0.27mg/Qと検出

されており、下流に位瘤する長木川の餅田栖

でも62年度O.llmg/ Q、63斗度0.06ふng/Qと比

較的高いまま米代川に流入している。 しかし、

銅濃1如ま、方公木柏で最大｛由が621.，一度、 63年度

とも0.018mg/Qと検出される程度にとどまっ

ていふ松木柏：こおいる漏と亜鉛の経年弯
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表ー 2 米代川水系底質

ロニーニ cu Pb Cd Zn 

八幡‘I浦喬 40 I 21 0.75 280 

神n1橋 100 21 1. 7 250 

御山憐 280 2.4 2.3 830 

古川橋 55 20 0.45 150 

十二所橋 150 2.6 2.4 710 

さい）II橋 100 19 0.2り 1 3 () 

傭 I•[I 柏 77 39 0.70 180 

引欠川末端 36 27 1.1 320 

早日橋 36 82 0.95 480 

既ノ果橋 llO 49 
l 

2.2 24(I 
← ^ 

| 

高長橋 82 19 0.23 11)0 

銀杏橋 73 27 1. 4 220 

能代橋 37 67 0.25 170 

単位： （mg/kg) 
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図ー 9 松木橋の崩臼変化（年平均伯）

化1)を図ー 9に示すが、亜鉛濃度は年度によ

りバラついているものの、微増加の傾向がみ

られる。 1ミ木川上流域には沈収鉱山、 卜1人」川

油域には松峯の黒鉱鉱床の椋仙鉱山のにか、

釈迦内鉱山（昭和62年 3月まで操業）等の多く

の休廃止鉱山が存在しているごと、まだ枕行

鉱山の鉱さい、J加廃水の一；漏か昭和42りから

流送パイフを用いて能代市浅内浜で処理され

ていたが、昭和62年 6月にパイプ流送事業の

操業停止にともない処理状況か変化している

こともあり、亜沿濃度の徴増加の原因につい

て明らかにするにはさらに調査が必要と考え

られる。

,; I欠！1|末端でに、'Iii沿濃度が最）＜i直で62年

度0.17mg/Q、 63年度0.16mg/Qと検出されて

いるが、その他の項目では特に問題はみられ

ないが,;I欠川は仄質ても銅36mg/kg、 r!li鉛320

mg/kg、カドミウムl.lmg/kg、紅2,mg/kgと亜

鉛の含有最が高い。しかし、米代川流域カド

ミウム等蓄積性汚染環境調査4)では、引欠川

末端ク）叫川堆積牛勿グ）［金属の含介見は銅136

mg/kg、曲鉛670mg/kg、カドミウム：l.97mg/kg 

と報告されており、本調査での底質の重金属

含有量は低下している。引欠川上流域には昭

和59;「から鉱害防止事業を実施している立又

鉱山や大巻鉱山訂の休廃止鉱山かあり、こ

れら鉱山の影響が残っているものと考えられ

る；

休！it|I鉱山の影評を＇，こけていろi II[III水質の

全国的な例をみると、椙嶋ら叫ま銅山川（愛媛

県）で60年 3月～61年 8月に銅0.6~89μg/Q、

亜紅氾．（）～72.lμg/Q、f：刈谷川（高＇KII［月）で銅nd

～叫印μg/Q、亜鉛0.6~l170μg!Q、品山ら 7)

は間沢川（山形県）で58年 5月～59年 5月に銅

67.4土32.lμg/ Q、亜鉛1142土502μg/Q、カ
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Cuの経年変化 Znの経年変化
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図ー10 米代川本流の経年変化（年平均値）

ドミウム7.63上3.10μg/Qと報占している。

また菅谷ら 8)は59年 3月に那智川（和歌山県）

で銅7.2~380μg/Q、亜鉛0.9~58.3μg/Q、

カドミウム0.05~0.28μg/Q、楊伎川（三了

県）で銅1.3~588μg/Q、亜鉛0.9~996.9μg/ 

Q、カドミウム0.12~4.14μg/Qと報告して

おり、本県の鉱1日からの影響かみられる河川

より高い濃度も検出されている。しかし、こ

れらの調査では休廃止鉱山に近接した地点で

最も高い濃度を示し、河川水の流下にともな

って、その濃度は減少の傾向かツなられること

から、これらと IIり1瓢勺な比較はてきないもの

と考えられる。このほか、河川の底質では、

田中昭雄ら叫こよれば渡良瀬川（沢入駅下流）

で銅l,500mg/kg、'Iii沿l,lOOmg/kgと高い濃1文

の阿もみられる。

米代川本流の水質の銅濃度は、中流の神田

栖で隈大値が62年度0.025mg/Q、63年度0.005

mg/ e.、下流の十二所橋で62年度0.024mg/ Q、

63年度0.013mg/Qと検出されており、下流の

十二所橋で高く、神田橋の下流で流入する小

坂川の影響がみられる。これは亜鉛濃度でも

|li]様である。米代川本流の主裳地点の銅や911i.

鉛濃度の経年変化1)は図ー10のとおりで、各

地点では61年～63年で銅、亜鉛濃度とも大き

な変化はみられない。また、米代川本流で1ま、

雄物川本流に比較して銅や亜鉛濃度が高い。

米代川村和の底質は、十＿―所橋で亜鉛濃度

が710mg/kgと｛也の項目 1こ比へて高く、上流の

神田橋の250mg/kgより晶くなっており、水質

と同様に小坂川の影響と考えられる。米代川

流域カト‘ミウム等蓄和1191炉た環境調望戸て（ま、

上流部に位置する八幡平橋の河川堆利濯］はi屑

70mg/kg、亜鉛245mg/kg、カドミウム1.6mg/

kg、神田橋で銅195mg/kg、亜鉛292mg/kg、カ

ドミウム 2.8rng/kg、米（〖川；川口沖の詢 1氏」ーで

は銅9.7~95.6mg/kg、t||i鉛3.2~442mg/kgとな

っており、今回調査した八幡平橋や神田橋、

能代橋もほぼ同じレベルであった。米代川本

流の底質は妍物川本流（銅1.:l~36mgi kg、[||,•沿

36~240mg/kg、カドミウム0.1~1.2mg/kg、沿

13~94mg/kg)や鉱山の影響の少ない子吉川そ

の他水系の底質（銅8.2~l6mg/kg、亜鉛

68~130mg/kg、カドミウム0.05~0.3::img/kg、

鉛9.8~28mg/kg)と比較すれば、銅や亜鉛合有

量が多くなっている。これは、米代川支流河

川に稼行鉱山や多くの休廃11鉱山が散行して

おり、これらの鉱山活i＇))や鉱山地帯］」妙区）

影響を受けているためと考えられる。

このほか、米代川水系の水質の鉛やカドミ
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ウム濃度は、絋山排水の影評を受けているI]ヽ

坂川巾、下油祁を除き最大値が鉛0.OlOmg/ Q 

以下、カドミウム0.005mg/ Q以下で問凶のあ

る河川はみられない。

3. 3 子吉）1|、その他水系

了占）1|その他水系の主要地点におじる62年

文と 63介度の平均値iこよろ水質の洞、亜鉛の

濃｝変分布を「又]-11、底質の浪度を表ー 3に示

す。

子吉川その他水系（銅濃度）

▲

一

• O.OIOmg/e未満

● 0. 0 IO ~o. 030mg/ v未満

子吉JIげの他水系（亜鯰濃度＼

・-

• 0.030rng/R,未満

● 0.030~0.050mg/ R,未満

5
 

三

小，li川、その他水系

図 11 ,」ヽ 吉川、そ vり他求系J)重全陀分布 (62~63年庶の平均値）
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表ー 3 子吉川その他水系底阿 単位： （mg/kg) 

-地-点-～一―—項~~II—· cu I Pb Cd zn  I 
長泥橋 16 14 0.35 100 

二十六木橋 8.6 9.8 74 

本荘大橋 11 28 1 3() 

京田橋 8.2 I 14 0.05 68 
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図ー12 京川橋の経年変化（年平均伯）

大沢川ぷ田橋で紅、釦濃度か最）計直で62弁

度0.05lrng/ Q、 63年度0.033rng/ Q、亜釘農投

が62年度0.093mg/じ、 63年度0.042mg/eと検

出されている。大沢川は中小河川であり、京

田橋の上流部には、メッキ工場や金属製品製

造業等の［場か設世されており、」ー場事業勘

排水の影腎を受けやすい訓川てあろ 3 しがし

京田柏の銅及び亜鉛の経年変化1)は、 I‘又l-12

のとおりで年度によるバラッキがあるもの

の条例改正による影響はみられない。

このほかの聞査地は1では、仲鉛か検出され

ているものの、銅濃度はO.Olmg/Q以下、沿涼

度は().02mg/ Q i'.J,下、カドミウム濃I相は0.003

mg/ Q以下で特に問題となる河川はみられな

しヽ。

子占川その他水系の底負の山金）属濃閲ま鉦

山が多く、点在している米代川水系の底閃より

も低くなっている。

4 まとめ

昭和62年度 3月：こ見公害防止条例の一閏力ゞ

政化され(6月施行）、銅に係る排水碁準が緩

和されたが、昭和62年度、 63年度の調査結果

から河川における銅涙度の変化は観測されて

おらず、各河］Ilで水烈への影響はいまのとこ

ろみられない。

河川水質の銅は、雄物川水系入兄内川や米

代川水系小坂川で濃度が他の河川より高く、

流域にある休廃止鉱山や操業鉱山の影靱と考

えられる。また、その池水系大沢川ても此l交

的喜度か高く、」場事業場14「水算の影響がみ

られるまた亜鉛は、堆物川水系では入見内

川、淀川、高松川、米代川水系では長木川、

引欠川、下内川、小坂川なとの鉱山活動かみ

られた河川て高い｛直か観測されており、この

ほか、 ［業地域を流下する 1|l雄杓川や大訳］l|、

都市部を流下する草生津川で他の河川に比較

して高くなっている。銅、亜鉛については環

境基準か設疋されておらず、特に評価甚準：ょ

定めら且ていなし力ゞ、昭和43年：ー｝月、農れ省

公＇古研完会策定 7)農菜用水水杓基糾（水団）

（銅0.02mg/ Q以下、亜鉛0.5mg/ Q以下）と比較

すれば、入見内川や小坂川で銅が、淀川や旧

雄物川、長木川、小坂川で亜鉛ガ平均値てこ

の机準（直を起えて＼ヽ る。 しかし水道Iドの飲科

水悲準（iH1()mg／ ［以卜、抽沿l.Omg/ t以―ド）

でみると、各河川の最大値でもこれを超える

河川はない。

健康項目に係る環境基準ガ設疋されてしる

-1 5 3 -



鉛では、小坂川下流部で62年度に 1度、環境

基準を超しており、小坂川中流部も他の河川

に比較して濃度が高く、渇水時期には鉱山打1:

水等の影響が心配される。また、カドミウム

では、今回の調査で各河川で環境基準を満

足しているが、これまで小坂川中流、下流部

で59年度の渇水時に 2度、小坂川中流都で60

年度の渇水時に 2度、炭塙甚準を超えた伯か

観測されたこともあり、渇水時期には鉛と同

様に鉱山排水等の影響が心配される。このた

め、鉱山活動の影響を受けている河川や上業

地域を流ドしその影響をうけている河川ては、

今後、特に渇水時期には重金属濃度について

留意する必要がある。

底質は、各河川における児条例改正前の手

金属濃度の実態を把握したものであるか、稼

行鉱山や休廃止鉱山を流域にもつ河川では、

底質の重金）沿含有量が(¥',jいなど鉱山活正））の影

響がみられる。
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